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現代日本学社会分析研究演習 I／現代日本学演習 III

現代日本における社会問題の分析

田中重人 (東北大学文学部准教授)

3年生・大学院生対象：2022年度 1学期 ＜木 2＞ Google Classroom クラスコード qpmisx7

1 『講義概要』記載情報 (一部)

◆ 到達目標: 社会問題を分析するための基本的なスキルを習得する。
◆ 目的・概要: 家族制度・人口変動・社会政策を中心として、近代以降の日本における社会問題の変遷を学ぶ。受講者各
自の関心にしたがって文献調査を行い、途中経過の報告と討論を行いながら日本近代史に関するレポートを作成する。

◇ 参考書: 佐藤望ほか (2020)『アカデミック・スキルズ: 大学生のための知的技法入門』(第 3版) 慶應義塾大学出版会.

◇ 成績評価方法: 授業中の課題 (30%)、途中経過等報告と討論での発言 (30%)、期末レポート (40%)

2 この授業の目標

• 知的生産の技術
• 論文に書く内容を決めるまでのプロセス
• 意味のある問いと根拠のある答え
• メディア、他人、自分自身の利用方法
• 批判することの重要性

3 授業予定

(1) イントロダクション [4/14]

(2) 第 1講　文献データベースの利用 [4/21]

(3) 発表について打ち合わせ [4/28]

(4) 論文について発表 [5/12,19]

(5) 第 2講　引用をたどる [5/26]

(6) 第 3講　コア情報源 [6/2]

(7) 第 4講　資料の評価と活用 [6/9]

(8) 第 5講　専門用語と理論体系 [6/16,23]

(9) 第 6講　アイディアの創出 [6/30, 7/7]

(10) 第 7講　議論を組み立てる [7/14]

(11) 第 8講　価値ある研究のために [7/21]

(12) レポートと口頭試問 [7/28以降]

※ 受講人数などの都合で授業計画を変更する可能性があります。

4 注意事項

• 授業は Google Classroom で行う予定です。もし使えない場合には、教員まで連絡してください。
• 授業時間外に、個別面談やグループ活動をおこなうことがあります (その場合、受講者の都合にあわせて日時を設定)。



5 受講フォーム記入

• 自分の問題関心
• 日頃使っている学習、研究、資料整理、スケジュール管理の方法

6 レポートのフォーマット

この授業では、長い文章を書くことは要求しない。期末レポートでは、つぎのような形式で、必要な情報を短くまとめる
こと (通常、A4用紙 2枚以内)

• 問い
◦ その背後にある大きな問い
◦ 問いの学問的背景
◦ 問いの社会的意義

• 答え
◦ 必要な予備知識と前提
◦ 答えの根拠
◦ ありうる批判とそれをクリアする方法

• 問いを発展させる可能性
• 文献

問いと答え、それを導くための根拠 (証拠) の重要さについては、山内・戸田山 (2022) など参照。

〔戸田山〕問いを探索したうえで重要な問いを明確に立てる。それに対する自分の、今のところ最善の答え を出
す。ただ単に答えを出すだけではなくて、きちんと証拠によってサポートされたもの を、他の人にも理解可能なか
たちでまとめる。他の人はそれを読んで批判をして、議論をしたうえで、さらに良い答えに至る。 以上のための最
適の手段だからこそ、学生のみならずみんなが論文の書きかたを身につける必要があるわけです。研究者ではない
人にとっても論文が書けることはすごく大事なことですし、世の中を良くしていくうえで、広い意味での論文はた
いへん役に立つ。

(山内・戸田山 2022) 〔強調は引用者による〕

7 文献検索について

→ 論文検索方法 (簡易版)

8 宿題

自分の興味に合った論文を一つ選び、なぜその論文に興味をもったかを簡単に説明
• オンラインで読める論文であれば、そのURL (あるいはDOIなど) を書くだけでよい
• そうでない場合は、論文全体をスキャンしたもの (あるいは写真) も提出
来週 (4/21) の授業で 2–3人のグループを決め、5月 6日以降の授業で論文の内容についての発表をおこなう。

9 文献

山内志朗・戸田山和久 (2022)「「論文を書く力」は、一生もののスキルです！」(対談) NHK出版『本がひらく』2022年 4月 12日 07:00

<https://nhkbook-hiraku.com/n/n58d920978fb6>．
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論文検索方法 (簡易版)

田中重人 (東北大学文学部教授)

[テーマ] Google Scholar 等で論文を探すための最低限の知識

1 Google Scholar をとりあえず使ってみる

https://scholar.google.com で、Google が蓄積しているオンライン情報のうち、論文等の学術情報に特化した
検索ができる。ただし、学術的でない情報もかなり入っているので注意。

2 論文本体の入手

2.1 電子版

無料で公開されている論文の場合、リンクをたどるとそのまま論文本体 (PDFファイルなど) がダウンロード
できることが多い。
有料の雑誌などの場合は、「学認」(GakuNin) でログインすると読めることがある → http://www.library.

tohoku.ac.jp/guide/eresource/zaitaku.html 参照。
「学認」でアクセスできない場合でも、大学内あるいはVPN接続で読めることがある → https://www.tains.

tohoku.ac.jp/contents/remote/vpnstudent.html 参照。

2.2 プレプリント等

大学等の研究機関での研究成果を集めてインターネット上で公開する「機関レポジトリ」が整備されつつある。
また、研究者個人や学会のサイトで論文のファイルが公開されていることも多い。こうしたファイルを公開する
ための「プレプリントサーバ」と呼ばれるサービスも増えている。
このようなファイルを見るときは、雑誌に掲載された論文と同一のものであるか 注意すること。しばしば、投

稿前の原稿や、出版後に加筆したものを収録していることがある。

2.3 冊子体の所在

東北大学附属図書館のサイト (http://www.library.tohoku.ac.jp) で雑誌を検索することもできる。ISSN がわ
かる場合は、それで調べるとよい。雑誌名で検索するときは、詳細検索で検索対象を「雑誌」に限定したり、フィー
ルドを「書名 (完全形)」に限定したりすると、ヒット数を減らせる。
「学外」にチェックを入れておくと、東北大学図書館内にない場合には、学外まで所蔵を検索してくれる。国立
情報学研究所 CiNii Books (http://ci.nii.ac.jp/books) も使える。

• 東北大学図書館本館にある →借り出し (たいてい 2号館にある)

• 東北大学内の研究室など →きいてみる (貸してもらえないこともある)

• 他の大学図書館など →複写または貸借 (附属図書館 MyLibrary を利用)



3 学術論文 (的な文章) の見分けかた

• 数ページ程度以上の長さ
• 抄録 (abstract) がついている
• セクションがいくつかにわかれている
• 注がついている (ページ脚注または本文末)

• 末尾に文献リストがある

Google Scholar では、他の文献から参照されている回数 (Cited by) がついていれば、学術的な内容である可能
性が高い。

4 発展編
東北大学附属図書館「情報探索の基礎知識」 <http://www.library.tohoku.ac.jp/literacy/kisochishiki.html>

田中重人 (2018)「論文をさがす」(現代日本論講読 授業資料) <http://tsigeto.info/2018/readg/r180420.html>

田中重人 (2018)「論文をさがす (つづき)」(現代日本論講読 授業資料) <http://tsigeto.info/2018/readg/r180427.html>
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